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1．はじめに

　油前処理によりセメントの硬化不良を防止して，道

産カラマツ間伐材を木質セメントボード原料として利

用することを検討している。これまでの実験では，主

として ボードの製造条件とボードの 物理的性質につ

いて 検討してきたが，その結果では カラマツ材が木

質セメントボードの 原料となり得ることを 示してい

る1），2）。また，小片の形状をフレーク状にした場合に

は，硬質の木片セメント板の製造も可能であることも

認められた3）。

　一般に，木質セメントボードは面材として，建築物

の壁や野地等に用いられているが，材料構成が木材と

不燃物であるセメントから成り立っているので，その

特徴は主として難燃材料であると言える。難燃材料に

ついては，JIS  A  1321で，建築物の内装に用いる材

料及び工法の火災初期における難燃性試験によって規

定されている。この規格では 防火性能の 高い方から，

「不燃材料」，「準不燃材料」，「難燃材料」の 3等

級に級分けし，それぞれ異なる試験方法で，材料の防

火性能を定めている（ 第1，2表 ）。また，これらの

材料は 燃えない，燃えにくい 材料であるはかりでな

く，燃焼時に有害なガスの発生も無いことが，要求さ

れている。

　当場のカラマツ材を原料とした木質セメントボード

の開発目標は，外装用の硬質木片セメント板の製造に

おかれているが，このような 材料の 難燃性能として

は，「準不燃」が目標限度である。このために，製造

したボードは 第1，2表 の準不燃における各種の試験

を行い，判定項目のすべてに合格することが必要であ

る。

　そこで，今回はボードの難燃性能に前処理油が，ど

のような 影響を与えるのか，について 検討したので、

その結果について報告する。

　2．実験

　実験に用いた原料は，カラマツの フレーク状小片

（厚さ0.2mm）で，その含水率は約13％である。油

処理方法，ボードの養生方法,材質試験方法はすべて

前報3）と同様である。

　燃焼試験は JIS  A 1321 に定められた規格炉によ

り，表面試験（加熱時間 10分間）で行ったものであ

る。この試験により，Tc，発熱指数（ Tdθ )，発煙

指数（C．A），残炎時間及び重量減少量を測定した。

また，試験体の発熱量を知るために, パーライト板の

排気温度曲線と試料の 排気温度曲線を囲む面積を求

め，Q（℃・分）として表した。
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第3表に製板条件を示す。

　3．結果と考察

　3．1　ボードの材質試験結果

　 第4表 はボードの 材質試験結果を示したものであ

る。原料のフレーク小片は気乾状態に近いものである

が，小片厚さが同じ 0.2mmの生材状態（含水率約70

％）でのボードの材質3）と比較すると，わずかに低い

傾向にあることが認められた。ボードの曲げ強さでみ

ると，35～70kg／cm2の範囲にあり，約10～20％の低

下傾向を示している。ボードの実際の生産工程から考

えた場合には，小片は生材状態で使用するので，この

傾向は有利であると言えるが，両者における前処理油

の挙動については明瞭ではない。

　セメントが硬化不良を起こすのは，抽出成分中の阻

害物質がセメントと作用するためである。また，抽出

成分のセメント側への移行は，木質とセメントの混合

系における，セメント混練水の挙動と関係している。

小片の含水率が高い場合には，木質中の水はセメント

側に移行して，セメントの硬化に関与しているものと

考えられる。一方，小片の含水率が低い場合には，水

の移動は当然のことながら少ないものと思われる。こ

のために，阻害物質の影響は小片の含水率が低いもの

の方が小さいものと考えられる。しかしながら，ボー

ドの曲げ強さは小片の含水率が高いものの方が高い値

を示している。この現象については今後更に検討する

ことが必要であると思われる。

　はく離強さにおいては油処理量が増加しても低下す

る傾向はみられなかった。ボードの吸水率は24～30％

の範囲にあり，小片の含水率の違いによる差異は認め

られない。全体として，油処理量の影響は前報3）と同

様に，明確ではないが，曲げ強さに関しては 2.5％処

理が若干高い値を示している。

　3．2　燃焼試験結果

　第 5 表 はボードの燃焼試験結果を示したものであ

る。表からもみられるように，表面試験において準不

燃材料の判定項目にすべて合格したものは，油処理量

が 2.5％ の一部であった。発熱指数（Tdθ)は 2.5％

は 20℃・分前後で小さいが，処理量が増えると 100

℃・分を超えるものがあらわれている。Tc と発煙指

数（C．A）には全く問題はなかった。残炎時間は2.5

％の一部に30秒以内のものがあった外は，ほとんど不

合格の値を示した。なお，燃焼中，あるいは燃焼後に

おいて，ボードの変形や貫通亀裂の発生は全く認めら

れなかった。
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　3.2.1　ボードの重量減少率

　  第1図（a）は油処理量と燃焼試験後におけるボー

ドの重量減少率の関係を示したものである。図からも

明らかなように，油処理量が増加するとボードの重量

減少率は上昇する傾向にある。燃焼によるボードの重

量減少は木質の燃焼，ボード中の水分の放出および前

処理油の燃焼が主たるものである。ボードに対し同一

の加熱状態をとった場合には，木質の燃焼量と水の放

出量は変わらないものと考えられるので，この重量減

少率の増加傾向は明らかに油の処理量が関係している

ものである。

　3.2.2　油処理量とTcとの関係

　  第1図（b）は油処理量と Tcとの関係を示したも

のである。準不燃材料では規格において，Tc は 3分

以上であることが要求されている。今回の試験ではす

べての件条において Tc は 3分以上であり，この判定

項目には全く 問題はないことが分った。油処理量 が

2.5 ％ では Tc が 9分程度であるが，処理量が増加す

ると 急激に早くなる 傾向を示している。このことは，

ボードの加熱初期の段階に発熱量が増えることを意味

していることなので，処理量が 5％以上になると好ま

しくないと思われる。

（a）ボードの重量減少率　　　　　（b）処理量と Tc との関係　　　　　（c）処理量と発煙指数の関係

　　　　　　　　　　　第1図　油　処　理　量　と　各　性　能　の　関　係
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　 3.2.3　油処理量と発煙指数（CA）との関係

　 第 1 図（c）は油処理量と発煙指数（CA）との関

係を示したものである。一般に，木質セメントボード

は燃焼時に煙の発生が極めて少い材料であることが特

徴となっている。材料構成において木質／セメント比

が 1：3 の条件では，発煙指数（CA）はほとんど 0

に近い値を示している4）。今回の試験では CAの値は

5～10を示しており，煙の発生量がわずかに多いこと

を意味している。しかしながら，準不燃材料の規格で

は CAは60以下となっているので，これには十分に合

格することが分かった。図からもみられるように，煙

の発生は処理量の増加に伴い上昇する傾向にあり，油

は煙の発生量においても影響を与えることを示してい

る。

　準不燃材料では材料が燃焼時に有害なガスの発生が

無いことも求めており，このためマウスによるガス有

害性試験を義務づけられている。油は可燃物でありボ

ードの 燃焼性 にはあまり 好ましいとは 言えないが，

マウステストによる試験結果では5），油処理量 2.5～

10.0 ％ の範囲で全く問題が無いことが認められてい

る。

　 3.2.4　油処理量と発熱指数（Tdθ)との関係

　 第2図 は油処理量と発熱指数（Tdθ)との関係を示

している。処理量が 2.5％ では Tdθは40℃・分前後

であるが，処理量の増加に伴い増加する傾向を示して

いる。準不燃材料の規格では，Tdθは100℃・分以下

であることが求められている。油処理量が 5～7.5 ％

では100℃・分前後であり，安全側から考えると実際

の生産工程には採用しにくいものと言える。10％処理

では完全に 100℃・分を超えることが分かった。この

ように，油はボードの発熱量を増加する要因となって

いる。

　ボードの製造条件や経済性の点から考えると，油の

使用量は少ない方が有利である。なお，水／セメント

比については，処理量が低い範囲では Tdθ に及ぼす

影響は認められなかった。

　3.2.5　油処理量と残炎時間との関係

　第3図 は油処理量と残炎時間との関係を示したもの

である。2.5％の処理条件では残炎時間は約 30秒であ

るが，処理量が増えると上昇する傾向を示している。

準不燃材料の規格では30秒以内であることが求められ

ているので，これに 合格するためには，油処理量 は

2.5％以下の条件を採用する必要があることが分かっ

た。

　4．まとめ

　カラマツ原料の木質セメントボードを外装用に使用

するため，ボードの燃焼実験を行い準不燃材料の規格

に合格するか否か検討した。その結果，次のことが言

える。

   1．ボードは燃焼中，あるいは燃焼後，変形及び貫

通亀裂は認められなかった。

　2．Tc は 3分以上ですべて合格値を示した。
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　3．Tdθは 2.5％処理の場合約 40℃・分であった

が，処理量が増えると上昇し,10％では全部不合格で

あった。

　4．CA は 5～10の値であり，すべて合格値を示し

た。

　5．マウステスト（ ガス有害性試験 ）の結果では，

2.5～10.0％の範囲ですべて合格し，有害ガスの発生

が無いことが認められた。

　6．残炎時間は，2.5％ 処理で約 30秒であったが，

それ以上の処理量では約50秒であり,処理量は2.5％

以下でなけれは合格しないことが分った。

　以上のことから，

前処理油はボードの難燃性能に悪い影響を与えるた

め，処理量は2.5％以下としなけれはならない。これ

を実際の生産工程に採用する場合には,処理水準とし

て規制する上で困難な側面も予想される。このため，

カラマツ材原料の木質セメントボードを準不燃材料の

硬質木片セメント板にするためには，別の側面から難

燃性を付与することが必要であると考える。
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